
Brazil
地球ギャラリー vol.38緑のじゅうたんが広がるアマゾン川流域で行われるピメンタ

（コショウ）の収穫。アグロフォレストリー農法により、熱帯作
物のカカオやアサイー、樹木のマホガニーが混植されている

［ブラジル］
写真・文＝久野 真一（JICA広報室）も

う
一
つ
の
日
本

―
日
系
社
会
の
夢
―
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「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
農
法
」※
を

実
践
し
て
い
る
。入
植
後
、苦
労
し
な
が

ら
こ
の
農
法
に
取
り
組
ん
で
き
た
夫
妻
。

広
く
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
休

日
は
農
業
指
導
を
行
い
、今
で
は
、周
辺

か
ら
多
く
の
人
々
が
小
長
野
氏
の
農
園

に
研
修
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　〝
約
束
を
守
り
勤
勉
に
働
く
〞日
系
人

は
、現
地
の
言
葉
で「
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ス
・

ガ
ラ
ン
チ
ー
ド（
信
頼
で
き
る
日
本
人
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。日
系
人
の
保
証
人
が

い
れ
ば
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
ら
れ
る
、

そ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
と
い
う
。

か
れ
て
い
た
。１
９
６
０
年
代
に
こ
の
地

に
渡
っ
た
男
性
は
、「
初
期
の
入
植
者
に

は
農
業
に
適
し
た
平
坦
な
土
地
が
与
え

ら
れ
た
が
、そ
れ
以
降
の
入
植
者
は
ア
マ

ゾ
ン
奥
地
の
条
件
の
悪
い
土
地
し
か
な

か
っ
た
。そ
れ
で
も
、疫
病
や
差
別
と
闘

い
な
が
ら
開
墾
し
、電
気
、水
道
、ガ
ス
も

な
い
生
活
を
10
年
間
続
け
た
」と
話
す
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、河
口
の
町
ベ
レ

ン
か
ら
車
と
フ
ェ
リ
ー
で
５
時
間
ほ
ど

の
街
ト
メ
ア
ス
ー
。日
系
一
世
の
小
長
野

夫
妻
は
、日
本
の
農
業
の
知
識
を
生
か

し
、疫
病
に
強
い
持
続
的
な
農
業
経
営

　「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
」と
聞
い
て
、日
本

に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
が
一
体
ど
れ
だ
け

そ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。地
球

の
反
対
側
に
あ
り
、日
本
で
は
ニ
ュ
ー
ス

で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
い
ブ
ラ
ジ

ル
。し
か
し
そ
こ
に
は
、世
界
で
一
番
大

き
な
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
す

る
。戦
前
の
１
９
０
８
年
か
ら
戦
後
に
か

け
、ブ
ラ
ジ
ル
全
域
に
入
植
し
た
日
本
人

が
築
い
た
も
の
だ
。

　
７
月
、ア
マ
ゾ
ン
川
中
流
域
に
あ
る
人

口
約
１
８
０
万
人
の
街
マ
ナ
ウ
ス
を
訪
れ

る
と
、入
植
地
50
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

※林業と農業を同時に行い、森を守り育てながら農地としても活用して
いく環境配慮型の農法。 カカオの収穫。広い農園、熟した実を見定め、次 と々刈り取っていく

d.船でアマゾン川を渡る。以前はベレンからトメアスーまで
船を乗り継ぐしかなく一日かかったが、今は橋が架けられ道
も良くなったため、農作物の出荷も便利になった
e.マナウスで行われた入植地50 周年パーティー
f.現在は農業から離れて街に暮らす日系人も多い。記念
パーティーで同期の入植仲間と再会し盛り上がる
g.日系の小学校。日本の道徳を教育方針に据え、日系人
の子弟のみならず、地元の子どもたちも学んでいる

abc

a.虫も大好き！化学肥料・農
薬をほとんど使わず、バランス
のとれた生態系の中で元気
に育つ果実
b.1950 年代、日系農家に躍
進をもたらした“黒いダイヤ”と
呼ばれる黒コショウ。その後の
不作・不況の反省から新農法
が進められ、現在もアマゾンを
代表する作物となっている
c.トメアスーに暮らす小長野
夫妻

d

e

f

g
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１
１
０
０
万
人
を
擁
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

最
大
の
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ
。こ
こ
に
は
、

約
１
０
０
万
人
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て

い
る
。街
の
中
心
に
あ
る
リ
ベ
ル
ダ
ー
ジ

地
区
は「
日
本
人
街
」と
し
て
親
し
ま
れ
、

日
本
建
築
を
模
し
た
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ

一
角
で
は
、日
系
人
が
日
本
風
の
民
芸
品

を
売
る
。

　
し
か
し
近
年
、中
国
や
韓
国
か
ら
の
移

民
が
増
え
、２
０
０
４
年
ご
ろ
か
ら
は

「
東
洋
人
街
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。ブ
ラ
ジ
ル
に
限
ら
ず
多
く
の
移
住
先

に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、日
系
四
世
や
五

世
の
世
代
に
な
り
非
日
系
人
と
の
同
化

が
進
ん
だ
結
果
、た
と
え
日
本
語
を
話
す

こ
と
が
で
き
て
も
、読
み
書
き
は
苦
手
と

い
う
人
が
増
え
て
い
る
。

首都 ： ブラジリア
面積 ： 851.2万㎢（日本の22.5倍）
人口 ： 約1億9,500万人（2010年）
公用語 ： ポルトガル語
宗教 ： キリスト教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 9,390ドル（2010年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、アメリカ各都市での乗り継ぎが
一般的。
通貨 ： レアル（BRL）　1BRL=約41.9円（2011年10月現在）
気候 ： 地域によって亜熱帯性気候、半砂漠型乾燥気候、温帯性
気候などに分けられる。北東部が最も乾燥しており、降水量が多い
のはアマゾン地域。5～11月が乾期、12～4月が雨期。

ビリンガム湖の前でサッカーをする青年たち。都市化に下水システムが追いつかず、湖の
汚染が問題になっている

夕日に沈む高層ビル群。巨大なサンパウロの中心にリベルダージはある　　　

　
日
本
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
日
系
三
世
の
30
代
の
若
者
と

出
会
っ
た
。日
本
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
な
が

ら
も
、日
本
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
し
て
見

ら
れ
、期
待
し
た
仕
事
に
は
就
け
な
か
っ

た
そ
う
だ
。し
か
し
、日
本
で
日
本
人
の

優
し
さ
に
触
れ
た
彼
の「
今
で
も
日
本
を

誇
り
に
思
う
」「
東
日
本
大
震
災
を
と
て

も
心
配
し
て
い
る
」と
い
う
言
葉
が
心
に

重
く
響
く
。

　
長
年
、現
地
で
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
懸
け
橋

に
な
っ
て
き
た
日
系
社
会
。日
系
人
は
、

日
本
に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
以
上
に
祖
国

を
愛
し
て
い
る
。日
本
は
い
つ
ま
で
も

「
夢
」の
あ
る
国
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。も
う
一
つ
の
日
本
を
訪
ね
、

そ
う
思
っ
た
。

サンパウロの日本人街、リベルダージ地区。地下鉄駅前の広場に出店が並び、賑わっている

広場でつめヤスリを売る日系人。ハンドメイドでご自慢の一品

片側三車線の道路に架かる「大阪橋」はリベルダージのメインス
トリートになっている

ブラジル料理
ブラジル流揚げ餃子
「パステウ」

　ブラジルの日系社会では、味噌汁、白
飯、漬物、豆腐、マグロとタコの刺身といっ
た日本食がよく食べられる。一方、ブラジ
ル料理も一般的で、定番はガーリックライ
ス、「フェジョン」という名の豆シチュー、牛
肉、サラダが添えられた定食。豚の足や
耳、チョリソ、ベーコンなどと豆を煮込んだ
「フェイジョアーダ」は代表的な一品だ。
　ほとんどのメニューにタマネギとニンニ
クが入っているブラジル料理。塩とコショ

ウのみで味付けすることが多く、味は至っ
てシンプル。またブラジルは、海外からの
移民が多い多文化国家のため、イタリア、
スペイン、ポルトガル、中国、韓国など、さま
ざまな料理が家庭でもよく作られている。
　おやつとして人気の揚げ餃子「パステ
ウ」は、週に一度のフェイラ（路上市場）な
どで１年中いつでも手軽に買うことができ
る。皮は小麦粉、塩、サラダ油、卵、酢、
水、ピンガ（サトウキビで作られた蒸留酒）
で作り、揚げるとパリッとした食感。中身の
具は、ひき肉、チーズ、鶏肉、パウミート（ヤ
シの芽）、バカリャウ（乾燥タラ）などを好
みで入れる。具を変えればさまざまなバリ
エーションが楽しめる。

【材料（10～15個分）】
パステウの皮（30×10センチ）10～
15枚／牛ひき肉300ｇ／タマネギ小
１個／ニンニク小１片／パセリ大さじ１
／油大さじ２／塩コショウ少々
【作り方】
1.フライパンに油をひき、みじん切り
にしたタマネギとニンニクを炒め、
香りが出たらひき肉を入れてカラッ
となるまで炒める。塩コショウし、パ
セリ（みじん切り）を合わせて火を止
める。

2.パステウの皮に1を乗せたら半分
に折って周りをフォークで押さえて
閉じる。

3.180度の油で一つずつ両面を揚げ
ていき、キツネ色になったら出来上
がり。

☆皮は餃子の皮でも代用可能。具は
チーズとハム、シナモンシュガーとバ
ナナ、ツナとタマネギ、チーズとトマト
などでもおいしい。

アマゾン川

皮に具を乗せ
て包む。皮は
市販されてお
り、日本ではブ
ラジル食品専
門店などで購
入可能

編集協力：山形エレナ（財団法人 海外日系人協会）

ブラジル

ブラジリア

マナウス
ベレン
トメアスー

サンパウロ



医
療
と
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

日
系
社
会
を
支
援

長
い
歴
史
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
へ
の
支
援
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
高
齢
者
福
祉
と
人
材
育
成
、

そ
し
て
日
本
に
暮
ら
す
日
系
人
児
童
へ
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　現在、北米・中南米を中心に、全世界には
290万人を超える日系人が暮らす。そのうちブ
ラジルの日系人は約150万人を占めるといわ
れる。ブラジル社会への日系人の進出は目覚
ましく、農業、医療、司法、政治など、あらゆる
分野で活躍。日系人は日本との“架け橋”とな
り、二国間の親密な関係を築く重要な役割を
果たしている。
　JICAのブラジル日系社会への支援は、戦
後の国策で移住した人々への土地購入や営
農資金などの貸し付け、土地の造成・分譲な
どのほか、農業指導や日本独自の制度である
農協の組織化、医療衛生の確保や継承日本
語教育※の充実など、現地での安定した生活
基盤をつくることから始まった。時代を経てブラ
ジルの日系社会に変化が生まれ、抱える問題
も変わってきている。
　現在、ブラジル日系社会が直面しているの
は、移住者の高齢化や、海外への出稼ぎの増
加による日系社会の空洞化などの課題。さら
に三世以降になると親世代が現地で生まれ
育った家庭も多く、価値観や文化がブラジル
社会に根付いたものとなる一方、日系社会の
ニーズとしては、同世代に日系人としてのアイ
デンティティーを持ってほしいとの期待感もあ

る。また、出稼ぎなどで日本にやって来た日系
人の子どもたちは日本語でのコミュニケーショ
ンが難しく、日本の学校制度にもなじみづらい。
　こうした日系人が抱える課題に対応するた
め、JICAはさまざまな支援を展開。特に高齢
者福祉と人材育成の分野に重点を置いてい
る。高齢者福祉の分野で行っているのが、日
系団体による巡回診療への助成。医療機関
が遠い地域に医師と看護師がレントゲン車両
で回り、日系人の高齢者の診察に当たってい
る。また、日系団体の高齢者施設などにリハビ
リや介護、ソーシャルワーカーのJICAボランテ
ィアが派遣されている。
　人材育成の分野では、日本の地方自治体、
NGO、大学、企業などとの協働でブラジルから
日系人を受け入れ、各組織が持つノウハウを
生かした研修事業を実施している。研修分野
は医療、福祉、農業、品質管理、コンピュータ
ー技術、地域活性化など多岐にわたり、日本
の特色を生かしたものも多い。ブラジルへ帰国
した後に、この研修で学んだ経験を日系社会
や地域の発展に生かしてもらうのが目的だ。
　そして現在、特に力を入れている支援とし
て、日本各地に住む日系ブラジル人児童への
教育支援が挙げられる。1990年以降、出稼

ぎなどで来日する日系人が増加する中、日本
語を十分話せない子どもたちは日本社会にな
じめず、不登校や学力低下といったさまざまな
問題が生まれている。そこでJICAは、2008年
の「日本ブラジル交流年（ブラジル移住100
周年）」を契機に、公立学校の現職の日本人
教員をブラジルの正規教育機関に派遣する
「日系社会青年ボランティア現職教員特別参
加制度」を文部科学省とともに立ち上げた。こ
れは、日系社会に派遣された日本人教員が約
2年間現地で日本語教育などに携わることで、
日本語や情操教育、日本の教育制度やカリキ
ュラムなどを学びたいというブラジル側のニー
ズに応えると同時に、教員自身もポルトガル語
やブラジルの文化・生活習慣・学校教育などを
学ぶことができる制度だ。運動会や文化祭と
いった学校行事の企画・運営、委員会活動の
活性化などにも、日本人教員の経験が大いに
生かされている。
　この制度に参加した教員は現地で培った経
験を生かし、帰国後、日本に暮らす日系人児
童の適切なケアに当たっている。また、他の教
員や日本人および日系人保護者との間をつな
ぐ重要な役割も果たしている。

JICAの活動
in ブラジル

［上］九州で行われた日系研修「地域活性化コース」
では、その土地にしかない特産品を生産して地域振
興につなげる大分の「一村一品運動」を視察
［下］大阪では日系研修「鍼灸学コース」を実施。実
際に研修員同士で、はり・きゅうの練習を行っている

［左］「日系社会青年ボランティア現職教員特別参加制度」
で、サンパウロ市の日系人が運営する学校、平成学院で日本
語を教える馬場康文教員（左）
［右］ブラジルの日系人が運営する学校で約2年間日本語教育
などを行った伊藤志須雄さんは、現地での経験を生かし、帰国後
は生徒の約半数が外国籍の愛知県の小学校で指導に当たる
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高齢化対策のため、日系団体「サンパウロ日伯援護
協会」が実施している巡回診療をJICAが助成

※日本語と日本文化の継承を目的とした教育。
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